
一

（
一
五
三
）

（
第

三

部
）

第
二
百
八
回

国
　
　
　
会

参
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号

令
和
四
年
四
月
二
十
六
日（
火
曜
日
）

　
　
　
午
前
十
時
開
会

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
　
委
員
の
異
動

　
四
月
十
九
日

　
　
　
　
辞
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
　
　
　
三
木
　
　
亨
君
　
　
　
　
　
山
崎
　
正
昭
君

　
四
月
二
十
日

　
　
　
　
辞
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
　
　
　
山
下
　
雄
平
君
　
　
　
　
　
水
落
　
敏
栄
君

　
　
　
　
　
宮
崎
　
　
勝
君
　
　
　
　
　
石
川
　
博
崇
君

　
四
月
二
十
一
日

　
　
　
　
辞
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
　
　
　
加
田
　
裕
之
君
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
啓
君

　
　
　
　
　
水
落
　
敏
栄
君
　
　
　
　
　
山
下
　
雄
平
君

　
四
月
二
十
二
日

　
　
　
　
辞
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
啓
君
　
　
　
　
　
加
田
　
裕
之
君

　
四
月
二
十
五
日

　
　
　
　
辞
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
　
　
　
中
川
　
雅
治
君
　
　
　
　
　
松
下
　
新
平
君

　
　
　
　
　
山
崎
　
正
昭
君
　
　
　
　
　
三
木
　
　
亨
君

　
　
　
　
　
石
川
　
博
崇
君
　
　
　
　
　
宮
崎
　
　
勝
君

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

　
　
　
　
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
倉
　
克
夫
君

　
　
　
　
理
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
真
人
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
克
法
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
田
　
芳
生
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
江
　
伸
夫
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
合
　
孝
典
君

　
　
　
　
委
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
　
広
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
田
　
裕
之
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
　
資
麿
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
新
平
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
木
　
　
亨
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
ま
さ
こ
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
雄
平
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
　
勇
一
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
　
勝
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
　
徹
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
添
　
　
拓
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
　
鉄
美
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
田
由
紀
子
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
　
　
　
　
古
川
　
禎

君

　
　
　
事
務
局
側

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会
専
門

　
　
　
　
　
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　

保
田
正
志
君

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提

　
出
、
衆
議
院
送
付
）

○
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す
る
件

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
た
だ
い
ま
か
ら
法
務
委
員
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
。

　
委
員
の
異
動
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
昨
日
ま
で
に
、
中
川
雅
治
君
が
委
員
を
辞
任
さ
れ
、
そ

の
補
欠
と
し
て
松
下
新
平
君
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

　
政
府
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
古
川
法
務

大
臣
。

○
国
務
大
臣（
古
川
禎

君
）　
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
御
説
明

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
法
律
案
は
、
民
事
訴
訟
手
続
等
の
一
層
の
迅
速
化

及
び
効
率
化
等
を
図
り
、
国
民
に
と
っ
て
民
事
裁
判
を
よ

り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、
民
事
訴
訟
法

等
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
要
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
こ
の
法
律
案
は
、
民
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改

正
し
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
申
立
て
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
等
か

ら
提
出
さ
れ
た
書
面
や
裁
判
所
に
お
い
て
作
成
す
る
判
決

書
等
を
電
子
化
す
る
規
定
や
、
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る

方
法
を
用
い
て
口
頭
弁
論
の
手
続
を
行
う
こ
と
を
可
能
と

す
る
規
定
を
設
け
る
な
ど
、
民
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
情

報
通
信
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
当
事
者
双
方

の
申
出
等
に
基
づ
き
、
一
定
の
事
件
に
つ
い
て
、
手
続
の

開
始
か
ら
六
か
月
以
内
に
審
理
を
終
え
、
審
理
の
終
結
か

ら
一
か
月
以
内
に
判
決
の
言
渡
し
を
す
る
制
度
を
設
け
る

と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
一
層
の
保
護

を
図
る
観
点
か
ら
、
民
事
訴
訟
手
続
等
に
お
い
て
、
当
事

者
等
と
な
っ
た
犯
罪
被
害
者
等
の
住
所
や
氏
名
を
相
手
方

当
事
者
に
秘
匿
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
第
二
に
、
こ
の
法
律
案
は
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
し
て
、
訴
え
の
提
起
の
手
数
料
等

の
納
付
方
法
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
第
三
に
、
こ
の
法
律
案
は
、
人
事
訴
訟
法
及
び
家
事
事

件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
し
て
、
離
婚
の
訴
え
に
係
る
訴

訟
や
離
婚
に
つ
い
て
の
調
停
事
件
等
に
お
い
て
、
映
像
等

の
送
受
信
に
よ
る
方
法
を
用
い
て
和
解
等
を
成
立
さ
せ
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
と
ぞ
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
以
上
で
趣
旨
説
明
の
聴
取
は

終
わ
り
ま
し
た
。

　
本
案
に
対
す
る
質
疑
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す

る
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

　
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
査
の

た
め
、
来
る
二
十
八
日
午
前
十
時
に
参
考
人
の
出
席
を
求

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】

め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
御
異
議
な
い
と
認
め
ま
す
。

　
な
お
、
人
選
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
委
員
長
に

御
一
任
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
矢
倉
克
夫
君
）　
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ

う
決
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
午
前
十
時
三
分
散
会

　
　
　
　
　
─
─
─
─
・
─
─
─
─

四
月
二
十
二
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

　
一
、
元
々
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
人
が
日
本
国
籍
を

　
　
自
動
的
に
喪
失
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

　
　
る
請
願（
第
一
〇
七
六
号
）

　
一
、
国
籍
選
択
制
度
の
廃
止
に
関
す
る
請
願（
第
一
〇

　
　
七
七
号
）

　
一
、
子
供
の
性
搾
取
被
害
悪
化
の
現
状
に
鑑
み
、
国
連

　
　
勧
告
に
沿
っ
た
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の

　
　
第
三
次
改
正
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
請
願（
第
一

　
　
〇
八
二
号
）

　
一
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入
の
民
法
改
正
に
関
す

　
　
る
請
願（
第
一
〇
八
三
号
）

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
　
　
　
─
─
─
─
・
─
─
─
─

四
月
二
十
五
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

　
一
、
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



一
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



二
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



三
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



四
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



五
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



六
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
七

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
八

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



七
九

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
〇

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
一

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
二

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
三

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
四

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
五

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】



八
六

第
三
部
　
　
法
務
委
員
会
会
議
録
第
八
号
　
令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
　【
参
議
院
】

令
和
四
年
七
月
十
一
日
作
成
　
参
議
院
事
務
局
　
作
成
者
　
第
一
法
規
株
式
会
社


